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Robocup soccerのコーチエージェントを実現したチームの性能 
Performance of a team in with coach agent in Robocup soccer                                       
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１．緒 言 

 Robocup サッカーシミュレーション 2D リーグにお
いて，サッカーについての書籍や論文に記述して

あることや監督の言葉などを，「選手選抜」，「選手

交代」，「選手指示」などの監督プログラムに変換し

てのチーム強化は行われていなかった． 
それらの，「選手選抜」，「選手交代」，「選手指

示」の各項目において，サッカーの監督などが発

言したことや書籍に記述したことをプログラムで実

装し，本当にチームが強くなるのかを検証する． 

 
図 1．Robocup Soccer 2D Simulation実行画面 

 
２．研究のアプローチ 

(1) 実験 1選手選抜 
 スターティングメンバーの選抜方法を変更し，変

更前と能力の違いが出るかを検証する．配置方法

は，文献[2]に記述されている情報を元に決定す
る． 
(2) 実験 2選手交代 
 プレイ中に選手交代を行うプログラムを作成し，

変更前と違いが出るかを検証する．文献[3]に記述
されている，「ゴールチャンスを増やすための交代」，

「疲れが見え，運動量が落ちてきた選手の交代」と

いうものから，ゴールチャンスが非常に多いフォワ

ードの選手 3 人をハーフタイムで交代するプログラ
ムを作成する．ハーフタイムで交代する選手はフォ

ワードに適切な選手，不適切な選手，交代なしの 3
種類を分けて作成する． 
(3) 実験 3選手指示 
 試合途中で戦術を変更し，変更前と能力の違い

がでるかを検証する．文献[2]に記述されているカ
ウンター戦術に試合の途中で変更したら強くなる

のかを検証する．選手交代実験で使用した適切な

選手と交代するプログラムを元に，ハーフタイムで

適切な選手と選手交代を行い，それと同時に文献

[2]に記述されているカウンター戦術に変更するプ
ログラムを作成する． 

３．結 果 

(1) 実験 1選手選抜 
 「デフォルトの選抜方法のプログラム」と，「文献

[2]に記述してある情報を元に作成したプログラム」
を 50 試合戦わせた結果，「文献[2]に記述してある
情報を元に作成したプログラム」が 27勝 16敗 6分
けで勝利した．参考までにデフォルト同士で試合を

したら 17勝 21敗 11分けという結果が得られた． 
(2) 実験 2選手交代 
 まず，適切な選手の交代するプログラムと選手交

代なしのプログラムを戦わせた結果，適切な選手

を選抜したプログラムが 28勝 12敗 10分けで勝利
した．次に，不適切な選手と交代するプログラムと

選手交代なしのプログラムを戦わせた結果，選手

交代なしのプログラムが 23勝 16敗 10分けで勝利
した．最後に，適切な選手と交代するプログラムと

不適切な選手と交代するプログラムを戦わせた結

果，適切な選手と交代するプログラムが 24勝 18敗
8分けで勝利した． 
(3) 実験 3選手指示 
 カウンター戦術に変更したらどう変化するのかを

確認するためにカウンターありのプログラムとカウン

ターなしのプログラムを戦わせた結果，カウンター

ありのプログラムが 22勝 19敗 8分けで敗北した． 
 
４．結 論 

(1) 実験 1選手選抜 
 試合の得点の結果に限定するならば選手選抜の

プログラムを改良したら強くなるということが言える． 
(2) 実験 2選手交代 
ポジションに向いていない選手と交代するならば，

交代を行わないほうが良いということが言える． 
(3) 実験 3選手指示 
 カウンター戦術は相手のプレイスタイルに合わせ

て使用しないと弱いということが言える． 
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